
（写真：鳥海山伝承芸能祭（鳥海山日立舞））

2…［保険者紹介］にかほ市
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にかほ市の鳥海山伝承芸能祭は毎年９月上旬に開催され、市内外の民俗芸能が披露されている。表紙
写真

国
保
の
取
り
組
み

保
健
事
業
の
取
り
組
み

保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ
　

国保主管課長からの一言
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に
か
ほ
市
で
は「
健
康
づ
く
り
」「
介
護

予
防
」「
一
体
的
実
施
」
の
観
点
か
ら
多
面

的
な
保
健
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
体
組
成

計「
I
n
B
o
d
y
」
を
活
用
し
て
の
健
康

づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
測
定
方

法
は
簡
単
で
、
測
定
器
に
裸
足
で
乗
り
両
手

で
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
バ
ー
を
掴
み
ま
す
。
電
気

抵
抗
の
値
と
、
年
齢
や
身
長
、
体
重
等
の
情

報
を
総
合
的
に
分
析
し
、
筋
肉
量
や
脂
肪
量

の
デ
ー
タ
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

I
n
B
o
d
y
の
特
徴
と
し
て
筋
肉
量
と
脂

肪
量
は
両
腕
、
両
脚
、
体
幹
の
５
部
位
別
に

国保、揺らぐ土台
　制度を支える側にいながら、その負担からは
逃れる――。昨年報じられた「国保逃れ」は、そ
んな矛盾を浮かび上がらせました。地方の国保
運営が厳しい状況にあることを知る立場であり
ながら、自らはその負担を免れようとした地方
議員の姿に、同じ制度に携わる者として、残念で
なりませんでした。
　国保は今、被保険者が減り続ける一方で、医
療費は増え続けています。このままでは、制度そ
のものを支えきれません。一部の抜け道を正す
ことも大切ですが、それ以上に、社保と国保に
分かれた医療保険のあり方を、根本から問い直
すべき時が来ています。それは、次の世代に制
度を手渡す私たちの責任でもあります。

「
ま
ず
は
健
康
意
識
の
醸
成
を
」

身
体
組
成
の
見
え
る
化
を
起
点
と
し
た

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

市民課長

竹
た け

内
う ち

　　健
け ん

 氏

　
に
か
ほ
市
は
秋
田
県
南
西
部
に
位
置
し
、
南
に

鳥
海
山
、西
に
日
本
海
を
望
む
、山
と
海
に
抱
か
れ

た
風
光
明
媚
な
ま
ち
で
す
。鳥
海
山
は
、海
岸
線
か

ら
山
頂
ま
で
約

16
km
と
世
界
的
に
も
珍
し
い
地
理

的
特
徴
を
持
ち
、豊
か
な
自
然
と
景
観
は「
鳥
海
山・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
尾
芭
蕉
を
は
じ
め
多
く

の
文
人
墨
客
が
訪
れ
て
い
る
ほ
か
、
世
界
的
電
子

部
品
メ
ー
カ
ー
「
T
D
K
」な
ど
の
製
造
工
場
が

集
積
し
て
お
り
、
伝
統
文
化
と
最
新
技
術
が
共
存

し
て
い
ま
す
。

算
出
さ
れ
る
た
め
身
体
組
成
状
況
を
よ
り
詳

細
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
併
せ
て
体
内

の
水
分
や
タ
ン
パ
ク
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
量
も
算

出
さ
れ
る
の
で
栄
養
指
導
に
つ
な
ぐ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
測
定
後
は
、
結
果
用
紙
を
専
用

フ
ァ
イ
ル
に
綴
り
そ
の
場
で
本
人
に
渡
し
、

保
健
師
ら
が
結
果
を
説
明
し
な
が
ら
食
生
活

や
運
動
習
慣
等
に
つ
い
て
の
保
健
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
計
15
回
の

「
体
組
成
測
定
日
」を
設
定
し
１
人
３
回
ま

で
の
予
約
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
７

年
度
は
延
529
人
が
参
加
し
、
年
々
参
加
者
数

お
よ
び
新
規
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
市
民

が
自
分
の
身
体
と
向
き

合
う
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
集
落

サ
ロ
ン
等
へ
の
出
前
講

座
事
業
で
は
測
定
結
果

を
も
と
に
フ
レ
イ
ル
・

介
護
予
防
に
関
連
付
け

た
健
康
教
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。「
市
内

の
体
組
成
測
定
会
場
ま
で
足
を
運
ぶ
こ
と
は

難
し
い
が
地
域
の
会
館
ま
で
な
ら
行
け
る
」

と
参
加
す
る
方
も
多
く
、
高
齢
者
の
通
い
の

場
を
活
用
し
た
事
業
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
若
年
層
向
け
に
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

等
で
も
実
施
し
て
お
り
、
市
民
の
間
で
も
浸

透
し
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
自
分
の
身
体
を
可
視
化
で
き
る

体
組
成
測
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
市
民
が

１
人
で
も
多
く
健
康
づ
く
り
に
自
主
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国保の概況
（令和８年７月末現在）

総世帯数 9,432世帯
総人口 21,488人
国保世帯数 3,035世帯
国保加入割合

20.50％（4,406人）
収納率（令和７年度決算）
・現年課税分 97.12％
・滞納繰越分 28.25％測定後に運動も実施した出前講座の一コマ

写真：ねむの丘沖からの鳥海山

保険者
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日本海と鳥海山に抱かれたまち日本海と鳥海山に抱かれたまち

No.
402

　
当
市
で
も
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
波
は

例
外
で
は
な
く
、
人
口
・
被
保
険
者
数
共
に

緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
り
、
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
こ
こ
数
年
増
加
傾

向
で
、
メ
タ
ボ
該
当
者
数
は
県
平
均
超
え
の

「
誇
っ
て
は
い
け
な
い
高
水
準
」に「
年
々
増

加
傾
向
」の
デ
バ
フ
付
き
、
特
定
健
診
受
診

率
は
こ
こ
数
年
46
％
付
近
か
ら
増
え
る
気
配

が
な
い
状
態
で
す
。

　
財
政
に
関
し
て
は
、
令
和
元
年
度
以
来
の

国
保
税
率
の
改
正
を「
近
年
中
に
要
検
討
か

も
？
」
と
い
っ
た
状
況
が
、「
令
和
の
米
騒

動
」の
影
響
か
ら
か
、
こ
こ
数
年
は
検
討
不

要
な
ラ
イ
ン
に
回
復
し
た
も
の
の
、
米
の
価

格
と
同
様
に
緩
や
か
に
下
降
す
る
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
く
、
今
後
予
想
さ
れ
る
財
政
難

を
鑑
み
る
と
、
被
保
険
者
個
々
の
健
康
意
識

の
醸
成
が
現
状
一
番
の
目
標
と
言
え
ま
す
。

　
当
面
の
取
組
と
し
て
は
、
今
年
度
か
ら
特

定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
通
知
を
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
利
用
率
に
ど

の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
期
待
し
な
が
ら
、

健
康
意
識
の
醸
成
は
大
前
提
と
し
て
、
副
次

的
に
医
療
費
適
正
化
を
通
じ
た
財
政
の
重
症

化
予
防
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

InBodyを活用した健康づくり



連合会行事予定

連合会行事についてはHPをご覧ください　https//www.akita-kokuhoren.or.jp
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本会は７月14日（火）、第１回理事会を市町村会館
特別会議室において開催した。
開会にあたり松田知己副理事長（美郷町長）が挨拶

に立ち、「令和７年度事業報告及び歳入歳出決算並び
に第142回通常総会への提出議案、理事長の互選の審
議が主なものである。よろしくご審議を賜りたい。」
と述べた。

議事は、はじめに事務局から令和７年度事業報告及
び歳入歳出決算等について説明を行い、審議の結果、
すべて原案のとおり決定された。続いて、理事長の退
任に伴い、新理事長の互選を行い、副理事長の細越満
小坂町長が選任された。また、欠員となった副理事長
について互選を行い、湊貴信由利本荘市長が選任され
た。

秋田県国保診療施設協議会は８
月22日（土）、総会及び研修会をア
キタパークホテルにおいて、国保
診療施設や保険者から19名出席
のもと開催した。
開会にあたり和田会長が挨拶に
立ち、少子高齢化の進展や医療需
要の変化、医療人材の不足、物価

高騰など地域医療を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いている点
に触れ、「国は2040年を見据えた地域医療提供体制の構築のため、医療機関
の機能分化や在宅医療や介護との連携強化が協議されており、本県において
も、新たな地域医療構想の策定に向け、医療機関の再編・集約化が協議され
ている。一方で、中山間地域やへき地を多く抱える本県において、国保診療
施設が地域医療に果たしている役割は極めて大きく、地域住民に最も身近な
医療機関であり続け、保険・医療・介護・福祉の地域包括医療・ケアを担う我々
の存在が、ますます重要になっている。地域住民が安心して生活できるよう、
国保直診者が課題を克服し、その使命を果た
すため、地域課題や取り組みを共有し、相互
の連携を深め、力を合わせていきたい。」と述
べた。
総会終了後に行われた研修会では、横手市
病院事業管理者兼市立大森病院小野先生より
「少子高齢化・人口減少時代の地域包括医療・
ケア」と題し、人口減少が進む地域での医療
や介護の今後のあり方について講演がなされ
たほか、和田会長と小野医療副部会長の進行
のもと、参加者より各施設で実践されている
地域包括医療・ケアや健康づくりに関する５
題の研究発表が行われ、活発な意見交換がな
された。

本会は７月27日（月）、
第142回通常総会を市町
村会館特別会議室にお
いて開催した。
開会にあたり細越満

理事長（小坂町長）が挨
拶に立ち、「国において
は、７月21日に「経済財
政運営と改革の基本方
針2026」が閣議決定さ
れ、全世代型社会保障の
構築のため、安心して医
療・介護・福祉サービ
スを受けられる体制を
整備することとしてい

る。本会は、国保制度の安定的な運営に寄与するため、
基幹業務の審査支払業務の円滑な運営、ＫＤＢシステ
ムの活用や保健事業支援・評価委員会を通じて、医療
費適正化に資するよう保険者支援に努めるとともに、
保険者事務の更なる効率化に資するよう、県、市町村
並びに関係団体と連携を図りながら共同処理業務の
円滑な運営に一層努めてまいりたい。」と述べた。

続いて、秋田県健康福祉部石井正人部長が来賓挨拶
に立ち、「本県においては、被保険者数の減少や一人当
たり医療費の増加など、国保財政を取り巻く環境は依
然として厳しい状況の中、「第３期国民健康保険運営
方針」に基づき、将来的な保険料水準の統一による市
町村間の公平性の確保や、医療費の適正化に向けた施
策を推進している。今後とも国保連合会、市町村、県
が緊密に連携し、医療費適正化の根幹となる「特定健
診の受診率向上」や「生活習慣病の重症化予防」といっ
た健康づくり事業を積極的に推進し、県民の皆様が健
康で安心して暮らすことができる「健康寿命日本一」
の実現に向けて、着実に取り組んでまいりたい。」と
述べた。
古谷常務理事が業務報告を行った後、議事に入り、

事務局から令和７年度事業報告、一般会計及び特別会
計歳入歳出決算について説明を行い、認定された。ま
た、本会予防接種委託料支払業務規則の制定、国保制
度の改善強化に関する要望事項のほか、鍋谷暁能代市
長の理事選任等について議案審議された。
議事については慎重な審議の結果、すべて原案の

とおり可決された。（議案等については、本会ホーム
ページに掲載しています。）

Topics

22 令和７年度事業報告・決算が認定される
第142回通常総会

Topics

33 地域包括医療・ケアを持続するために
秋田県国保診療施設協議会総会及び研修会10月

８日 保健事業推進委員会
15日 柔整審査会
22日 審査委員会（23、24、26、27日）　　　

介護サービス苦情相談担当者研修会
23日 診療報酬再審査部会
26日 審査専門部会
27日 審査小委員会/合同研究会

介護給付費等審査委員会
28日 鍼灸等審査会
30日 第三者行為求償事務担当者研修会

（介護保険）

11月
５日 市町村保健活動連絡協議会研修会

12日 柔整審査会
13日 第３回保健事業支援・評価委員会
19日 審査委員会（20、21、24、25日）
20日 診療報酬再審査部会　　　

国保制度改善強化全国大会
24日 審査専門部会
25日 審査小委員会/合同研究会
26日 鍼灸等審査会

介護給付費等審査委員会
30日 全県国保等主管課長会議

12月
17日 柔整審査会　　

審査委員会（18、19、21、22日） 
18日 診療報酬再審査部会
21日 審査専門部会
22日 審査小委員会/合同研究会
23日 第４回保健事業支援・評価委員会
24日 鍼灸等審査会

介護給付費等審査委員会

Topics

11 理事長に細越小坂町長　　　　　　　　　
　　　　副理事長に湊由利本荘市長を選任

第１回理事会

細越満理事長

秋田県健康福祉部石井正人部長

和田　智子 会長

小野　剛 医療副部会長

総会の様子
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今
後
の
目
標

生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、今
年
度
は
新
た
に
①
高
血

圧
編
、
②
骨
粗
し
ょ
う
症
編
、
③
運
動
編
の
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
健
康
教
育
を
企
画
し
、
開
催
予
定
で
す
。
町
の
広
報
誌
や

公
式
L
I
N
E
、教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
講
座
等
で
周
知

し
ま
し
た
。本
町
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の

有
病
率
が
高
く
、
要
介
護
認
定
も
県
内
で
高
い
状
況
に
あ

る
た
め
、住
民
が
自
発
的
な
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
教
室
を
開
催
し
、
将
来
的
な
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
お
よ
び
要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を
防
ぎ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。高
齢
化
や
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中

で
、
住
民
に
健
康
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
効

果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

で
き
る
よ
う
、
開
催
方

法
を
模
索
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
の
重

症
化
予
防
と
し
て
受
診

勧
奨
や
保
健
指
導
に
よ

る
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の

重
点
的
な
支
援
と
健
康

教
室
を
通
じ
た
地
域
全

体
へ
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ア

プ
ロ
ー
チ
と
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
の
両
面
か
ら
切
れ
目

の
な
い
取
組
を
推
進
し

て
い
き
た
い
で
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
未
治
療
者
と
治
療
中
断

者
へ
の
受
診
勧
奨
に
つ
い
て

本
町
は
医
療
機
関
で
の
治
療
等
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
、

県
の
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
て
、特
定
健

診
の
検
査
値
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か
ら
糖
尿
病
や
慢
性
腎
臓

病
の
未
治
療
者
、
治
療
中
断
者
を
特
定
し
、
受
診
勧
奨
及
び

保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。①
９
月
に
訪
問
や
面
談
で

受
診
勧
奨
を
行
い
、「
連
絡
票
」を
交
付
し
ま
す
。
②
９
～
11

月
に
対
象
者
は「
連
絡
票
」を
持
参
し
、
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
す
。
③
12
月
に「
連
絡
票
」や
電
話
で
対
象
者
の
医
療

機
関
へ
の
受
診
状
況
を
確
認
し
、未
受
診
の
場
合
は
再
度
電

話
で
受
診
勧
奨
を
行
い
ま
す
。本
町
は
対
面
で
の
受
診
勧
奨

を
心
掛
け
て
お
り
、対
象
者
の
生
活
状
況
や
健
康
に
対
す
る

考
え
方
等
も
伺
い
、継
続
的
な
関
わ
り
が
で
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
所
が
開
催
す
る
協
議
会
で
医
師

会
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
改
正
さ
れ
た
県
の
糖
尿
病
重
症

化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
て
、実
施
予
定
で
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
治
療
中
患
者
へ
の
保
健
指

導
に
つ
い
て

腎
不
全
や
人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防
止
す
る
た
め
に
、県

の
糖
尿
病
重
症
化
予
防
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
準
じ
て
、

デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
に
委
託
し
、糖
尿
病
治
療
中
患
者
へ
保

健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。前
年
度
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

と
健
診
デ
ー
タ
を
突
合
分
析
し
て
、指
導
効
果
が
高
い
と
見

込
ま
れ
る
患
者
を
抽
出
し
、9
月
～
翌
年
の
２
月
に
か
け
て

オ
ン
ラ
イ
ン
や
電
話
で
保
健
指
導
を
し
て
い
ま
す
。対
象
者

へ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
の
通
知
を
送
付
し
、電
話
等
で
参
加
の

声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
へ
患
者

リ
ス
ト
を
送
付
す
る
こ
と
で
か
か
り
つ
け
医
の
対
象
者
選
定

の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

15
年
前
か
ら
糖
尿

病
治
療
中
の
70
代

男
性
が
生
活
習
慣

改
善
の
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
糖
尿
病
の

重
症
化
予
防
を
図

り
、
既
往
の
脳
血

管
疾
患
の
再
発
や

合
併
症
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
標
に
、

保
健
指
導
を
受
け
、

現
在
は
再
発
や
合

併
症
は
な
く
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
、

委
託
先
と
の
相
談
状
況
や
自
身
の
取
り
組
み
状
況
等
を
教
え

て
く
れ
る
参
加
者
が
多
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も「
そ
の

後
、
ど
う
で
す
か
？
」と
話
す
関
係
を
築
け
て
お
り
、
途
切

れ
な
い
関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
、「
医
療
機
関
を
受
診
し
、
服
薬
し
て
い
る
し
、
先
生

か
ら
何
も
言
わ
れ
な
い
か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
認
識
が
大
き

く
、対
象
者
の
固
定
化
や
事
業
参
加
者
が
い
な
い
こ
と
が
課

題
で
す
。
治
療
中
患
者
の
保
健
指
導
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
の
た
め
、使
用
に
慣
れ
な
い
方
も
多

く
、
面
談
時
は
対
象
者
に
同
伴
し
、
操
作
の
補
助
や
助
言
を

行
う
と
と
も
に
、実
際
の
指
導
内
容
も
一
緒
に
確
認
す
る
な

ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

受
診
勧
奨
と
保
健
指
導
で
町
民
の
健
康
維
持
を

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
に
つ
い
て

◇�このコーナーでは、保険者で力を入れて取
り組まれている保健事業について、担当者
の方の生の声をお聞きします。保健事業を
とりまく環境が大きく変化していく中で、
各保険者の保健事業の取組について情報提
供し、保険者の各事業に資することを目的
としたコーナーです。

健康教室のチラシ

自分や家族の健康ために

高血圧編 ～あなたの家庭の塩分はどれくらい？～第１回

第3回

９月２日(水) 10：00～11：30 和室

骨粗しょう症編 ～講演前に骨の健康度測定できます～

10月５日(月) 開場14:00 講演15:00 大ホール

運動編 ～ウォーキングの姿勢やポイントを聞いて実践！～

講師：田中 晃喜 氏（秋田県スポーツ科学センター）

◎脳トレや有酸素運動など、みんなで体を動かしましょう

11月13日(金) 10：00～11：30 体育館
持ち物：内ズック、飲み物、汗ふきタオル

【お問い合わせ先】藤里町役場 保健師 ７９－２１１３

講師：佐藤 毅 氏（能代厚生医療センター 副院長 整形外科）

◎予防から検査値の見方､治療法等､具体的なお話を聞ける機会です

健康ナビ ふじさと プラス

講師：古井美和子 氏、小野春香 氏（能代保健所 管理栄養士）

◎みそ汁の塩分濃度を測定して、減塩について学びましょう

場 所：①②開発センター ③体育館

対象者：町民であればどなたでも参加可能です。

申込み：8/21(金)まで電話でお申し込みください。

自自分分やや家家族族のの健健康康ののたためめにに

各回参加
特典あり！

ふじこま大学
教養講座
共同開催

第２回

町民課 健康推進係上席主査（保健師）

石
いし

田
だ

　郁
いく

さん

略歴
平成21年	 �入庁　町民生活課健康

福祉係
令和８年	 町民課健康推進係

この方にお話をうかがいました
藤里町シリーズ企画
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【藤里町→被保険者→医療機関→藤里町】
令和７年１０月吉日

医療機関担当医 様
藤 里 町 長

藤里町糖尿病･慢性腎臓病重症化予防事業 連絡票【未治療者】

当町の保健事業につきまして、平素格別のご指導ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
昨年度の特定健康診査において、下記のとおり糖尿病・慢性腎臓病のハイリスク所見があ

りましたので、ご高診くださいますようお願いいたします。
なお、ご多忙のところ大変お手数をおかけしますが、今後の保健指導の参考にいたしたく、

受診結果を下記にご記入の上、同封の返信用封筒でご返送くださるようお願いいたします。

担当：藤里町役場 町民課 保健師（７９－２１１３）

糖尿病・慢性腎臓病重症化予防事業（Ｒ７年度）
氏 名 生年月日 年 月 日（ 歳）

住 所

健診受診日 令和 年 月 日

健 診 結 果
空腹時血糖： 尿蛋白： － ・ ･ ･ ･
ＨｂＡ１ｃ： ％ ： 分 ㎡

【区分 】対象者
□ 尿蛋白（ ）以上 かつ 空腹時血糖 以上（随時 以上）
□ 尿蛋白（ ）以上 かつ ＨｂＡ１ｃ ％以上

【区分ｂ】対象者
□ 分 ㎡未満
□ 歳未満の者は 分 ㎡未満

受
診
結
果

１．異常なし

２．経過観察 □ か月後再検 □次回特定健診受診

□その他（ ）

３．治療 診断名：
□治療開始 □治療継続

４．専門医へ紹介（紹介先病院名： ）

診断年月日：令和 年 月 日

医療機関名：

診断医師名：

連絡票

抽　出　基　準
⃝�3か月以上のレセプトデータがある。
⃝��｢糖尿病｣｢糖尿病性腎症｣の記載がある。
⃝��除外病名の記載がない。（1型糖尿病、慢性腎臓病の起因が糖

尿病と特定されない病名等）
⃝��データ分析（病名・診療行為、投薬状況、健診データ突合）
により、顕性腎症期（第Ⅲ期）と早期腎症期（第Ⅱ期）を
抽出。
※�【対象外】�｢がん・難病・精神疾患・認知症等指導に適

さない患者｣｢腎移植した可能性がある者｣	
｢国保資格を喪失している患者｣



・切り干し大根（乾燥）…45ｇ
・舞茸……………………50ｇ
・しらす干し……………15ｇ
・ごま油…………… 大さじ1
・Aみりん………大さじ1と1/2
・A薄口醤油………… 大さじ1
・A水…………………… 300cc

❶ �切り干し大根はたっぷりの水で7～8分戻したあと、しっかり水気を絞り、ほぐし
ておきます。

❷ �舞茸は食べやすい大きさにほぐします。

❸ �フライパンにごま油としらす干しを入れてから火をつけ、中火であまりいじらずに
5分ほど炒め、❶と❷を加えて軽く炒めます。

❹ �Aを混ぜ合わせて❸に加え、時々混ぜながら水分がなくなるまで煮ます。

舞茸としらす干しの切干大根

ビタミンをとる
テーマ

ビタミンDはカルシウムの吸収と筋肉の強度を
高める働きがあり、きのこやしらす干しなどに多
く含まれます。切干大根を一緒に摂る事で腸内
環境にも嬉しい一品。包丁いらずの簡単レシピ
でビタミン補給はいかがですか？

秋田県栄養士会 地域活動職域事業部 管理栄養士 三
み

浦
うら

　泰
たい

子
こ

 さん

【１人分の栄養量】
エ ネ ル ギ ー 87 kcal
た ん ぱ く 質 1.7 g
脂 質 3.5 g
炭 水 化 物 9.3 g
食 塩 相 当 量 0.9 g

栄養士の
ワンポイント
アドバイス！

材料４人分 作り方

コクホ食
堂

コクホ食
堂おいし

く低カ
ロリー

協力：公益社団法人 秋田県栄養士会
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